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⦿もはや無法地帯と化した内野で執り行われる国家儀礼
◉聖域を巡る公家ＶＳ庶民・武士たちの攻防
◉荒廃化しつつも聖地を保ち続けた内野を豊臣秀吉と徳川家康が改革
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　序　章　誰も知らない素顔の大内裏
第一部　崩壊する内裏――そして「内野」は誕生した
　第一章　そもそも大内裏とは
　第二章　くすぶり続ける大内裏再建への情熱
　第三章　原野に戻りつつある大内裏
　第四章　「内野」で開催される国家儀礼
　第五章　新政と内乱に翻弄される「内野」
第二部　中世の大内裏跡で生き続けた国家機能
　第一章　新政と内乱に翻弄される「内野」
　第二章　「内野」で開催された朝廷公事
　第三章　限界を迎える「内野」
　第四章　近世を迎えた「内野」
　終　章　「内野」は完全に滅んだのか

読み
どころ

ごみ捨て場となった大内裏跡、ドブ池の神泉苑から逃げ出す龍王
雨が降れば水没する建物、盗賊の乱入を恐れる儀式

数々の官司が逃げ出し廃墟と化すも、朝廷はなぜ国家的機能を存続させたのか？
摩訶不思議な〝内野〟ワールドの実態に迫る！
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